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学習企声「がん書評」研修報告
6西　佐藤紀子±ん

千葉県看護協会で10～12月に6日間行われたrがん看護」

に参加した学びの発表でした。緩和ケアの概念について、

ていねいに伝達。明日からできることとして“患者さん

と一緒に痛みの評価をし、痛みによって障害されている

日常生活に注目してケアを行いましょう”を教えてもら

いました。

「健診センター活動報告

～保健予鮪に据付香春講師の役割～」

健康管理室　入江加奈子きん
健診センターでの看護師の役割だけでなく、所矧こよって

健康格差があること、生活習慣病といわれる病気も自己責

任ばかりではなく社会的な要因を持っていること、など多

くの問題提起をしてくれました。「労働者の健康」が守られ

にくい不況の現在、健診センターはそんな労働者の医療の、

窓口になっています。

r患者にとって快便と惨…J

5西　農場菓革まん

イレウス（腸閉塞）を繰り返す患者さんの事例に寄

り添うため、まず下鰍こついてチームで学習し、個々

の排便習慣を知った上で、患者参加型で看護展開し

ました。そしてr温電法・のの字マサージ」で排便

が促されるという効果を実感！看護の“手”を使っ

て、患者さんの快便を追及しています。

参加書庫45名　“看護ゼミにふまわしい

ア幻亨ミック等発表でした”

（終了後の内田給看護師長さんのコメントです）

次垣の看護ゼミ臥2月ほ8（金）け時
～柑時です。事例発表鯵3階とム西病棟の

予定、rボートフォリオの取り組み」報告も

ありきす。皆±んの参加虎待ちしていさす！


